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	kagawa-u.ac2010s
	香川大学
	●聴覚フィードバック学習によって音声や歌声を自己獲得する発話ロボット
	●様々な分野での利用が期待されるマイクロマシンの開発
	●さまざまな分野で　LED 新応用を開拓
	●遠隔地で「触れる」マルチメディア情報端末に 超小型、超省電力の触覚提示デバイスの開発
	●観る、触る、創るをコアにした人間中心設計を目指す
	●マイクロ血圧計・血液粘度計
	●世界で初めて突き止めた　ガレクチン９の好酸球誘導因子としての働き
	●糖尿病による腎症への治療法の確立
	●モバイル在宅妊婦管理などで医療　ＩＴ の最前線を牽引
	●世界初　優しい光で細胞断層像予防と早期診断の計測プロジェクト
	●植物ミトコンドリア研究で世界をリード
	●夢の糖―希少糖大量生産のカギ微生物から新酵素を次々発見
	●海洋細菌の生産するグリコサミノグリカンの機能開発
	●瀬戸内海の海洋低次生産過程と環境
	●香川県初のオリジナル酒米「さぬきよいまい」を開発
	●キウイフルーツ近縁自生植物資源の多面的活用研究　 ― 新ベリー果樹「キウイベリー」の開発進展 ―
	●化粧品、食品、飼料、ペット商品に新旋風 小麦共生細菌由来の糖脂質をバイオ発酵新技術で素材化
	●沖縄自生種との交配でブドウの醸造用新品種「香大農Ｒ－１」育成
	●腸管の組織学的変化による腸管機能や給与飼料の査定　鶏の栄養生理学的研究に組織学的手法を確立
	●環境に優しく簡便でかつ精緻　カビ毒の高感度測定技術




